


事業費

27,497,291 円

管理費

11,098,454 円

   
 

 （２） 
   

 

六
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員

会
に
お
い
て
、
平
成
二
七
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
が
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

           
 

         

    

   

 

収 
 

入
（
経 

常 

収 

益 

計
） 

 

三
八
、
五
六
〇
、
八
八
八 

円 

・
基
本
財
産
利
息 

三
八
、
五
五
九
、
九
〇
八 

円 
 

・
受
取
利
息
収
益  

九
八
〇 

円 

支 
 

出
（
経 

常 

費 

用 

計
） 

 

三
八
、
五
九
五
、
七
四
五 

円 

 

 

     

差 
 

引
（
当 

期 

経 

常 

増 

減 

額
） 

 

△ 

三
四
、
八
五
七 

円 

        

    

平
成
二
七
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の

具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

〇 

学
校
教
育
事
業
助
成 

                 
明
治
一
八
年
創
立
の
中
大
江
幼
稚
園

は
、
平
成
二
七
年
、
創
立
一
三
〇
年
を

迎
え
、
そ
の
記
念
式
典
を
『
大
阪
市
立

中
大
江
幼
稚
園
誕
生
会
』
と
し
て
挙
行 

   

                          

  

し
、
園
児
・
保
護
者
・
教
職
員
一
同
が 

一
三
〇
年
の
歴
史
を
実
感
し
、
園
へ
の 

愛
着
を
強
め
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 

 

玉
造
小
学
校
で
は
、
六
年
生
に
は

 

能
（
①
『
高
砂
』）
鑑
賞 

②
能
面
・
謡 

体
験 

③
楽
器
体
験)

を
、
四
年
生
に
は 

茶
道
を
体
験
さ
せ
、
郷
土
の
伝
統
・
文 

化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
す 

る
態
度
を
身
に
着
け
さ
せ
た
。 

（
助
成
額
三
〇
万
円
） 

                             

平
成
二
七
年
度 

事
業
報
告
及
び
決
算 

幼稚園(12件）

2,400,000 円

小学校（９件）

4,477，844円

中学校（５件）

2,000,000 円

高等学校（1件）

340,000 円
特別支援学校

(2件) 570,000

学
校
教
育
事
業
助
成 

九
、
七
八
七
、
八
四
四 

円 

（ 

助
成
件
数 
二
九 
件 

） 

社会教育（10件）

5,900,000 円

生涯学習（5件）

500,000 円

（能の体験学習風景） 

社
会
教
育
事
業
助
成 

六
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

（ 

助
成
件
数 

一
五 

件 

） 

「
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
式
典 

に
関
す
る
事
業
」 

「
伝 

統 

文 

化 

を 

学 

ぶ
」 

助 

成 

事 

業 

の 

紹 

介 

    

◆ 

決 
 

算 

◆ 

事
業
報
告
（
助
成
事
業
） 

・支払助成金 

22,457,844円 

・その他 

5,039,447円 

地
域
文
化
事
業
助
成 

六
、
二
七
〇
、
〇
〇
〇 

円 

（ 

助
成
件
数 

三
八 

件 

） 

円 



（
梅
花
女
子
大
の
学
生
に
よ
る
栄
養
教
室
風
景
） 

（
花
壇
の
植
え
付
け
風
景
） 

 
（３）  

〇 

社
会
教
育
事
業
助
成 

                   

コ
ミ
協
中
央
区
支
部
協
議
会
で
は
、
①

軽
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
音
楽
ラ

イ
ブ 

②
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

③
落
語
会 

④
区
の
花
普
及
事
業
を
行

い
、
地
域
の
音
楽
文
化
の
振
興
と
リ
ズ
ム

感
や
音
楽
知
識
の
向
上
を
図
っ
た
。
ま

た
、
上
方
落
語
の
特
徴
で
あ
る
『
人
と
人

と
の
触
れ
合
い
』
を
題
材
と
し
た
落
語
会

を
開
催
し
、
地
域
へ
の
愛
着
を
高
め
た
。 

            

 

  

さ
ら
に
、
区
の
花
（
パ
ン
ジ
ー
・
梅
）

を
周
知
し
、
連
帯
感
を
高
め
た
。 

 

（
助
成
額
五
〇
万
円
） 

     

防
災
頭
巾
作
成
、
筆
ペ
ン
講
座
、
絵

本
読
み
聞
か
せ
、
パ
ス
テ
ル
画
教
室
等

の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
交
流

を
深
め
た
。 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

                       

  

〇 

地
域
文
化
事
業
助
成 

                   

区
民
ま
つ
り
で
の
花
の
寄
せ
植
え
指

導
、
区
役
所
玄
関
の
花
壇
の
植
え
付
け
、

幼
小
中
で
の
種
植
え
や
花
植
え
指
導
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
高
齢
者
へ
の

寄
せ
植
え
指
導
等
を
行
い
、
地
域
へ
の

愛
着
と
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
意
識
を
高
め
、
潤
い
の
あ
る
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

            

 

     
 

全
校
児
童
の
約
四
割
が
外
国
に
ル
ー 

 

ツ
を
持
つ
南
小
学
校
の
児
童
と
そ
の
進 

 

学
先
の
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
放
課 

 

後
学
習
支
援
教
室
を
実
施
す
る
と
と
も 

 

に
、
課
外
学
習
と
し
て
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン 

 

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
栄
養
教
室
、
ス 

 

ポ
ー
ツ
大
会
等
を
実
施
し
た
。 

 
 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
日
本
の
学 

 

校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も 

 

へ
の
学
習
指
導
に
成
果
が
あ
が
る
と
と 

 

も
に
、
一
人
親
家
庭
で
不
安
を
抱
え
る 

 

子
ど
も
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
等
の
成
果 

 

が
見
ら
れ
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

                          

「
中 

央 

区 

緑 

化 

事 

業
」 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連 

社
会
教
育
育
成
事
業
」 

 （クリスマスコンサート風景） 

←（筆ペン講座風景） 

「
Ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ 

こ
ど
も
教
室
」 

（防災頭巾作成風景）→ 

「
南
大
江
小
学
校 生

涯
学
習
ル
ー
ム
」 

～区の花（梅）入りの浴衣を着て～ 

（区の花啓発風景） 



                             

  （４） 

      

 

大
阪
は
、
地
政
学
的
条
件
が
大
変
よ

く
、
都
市
と
し
て
の
立
地
条
件
は
他
の
ど

の
都
市
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
。 

 

日
本
列
島
の
や
や
西
寄
り
の
中
央
に

位
置
し
、
琵
琶
湖
と
い
う
巨
大
な
水
が
め

を
も
ち
、
淀
川
が
天
然
の
パ
イ
プ
と
な

り
、
そ
の
下
流
域
で
数
百
万
人
の
人
口
を 

う
る
お
す
。
後
背
地
は
広
く
、
地
味
も
豊

沃
で
食
糧
の
供
給
量
も
大
き
い
。 

 

さ
ら
に
、
大
阪
湾
と
瀬
戸
内
海
が
こ
れ

ら
の
好
条
件
を
上
回
る
ほ
ど
の
価
値
を

持
つ
。
冬
で
も
波
の
静
か
な
瀬
戸
内
海
と

い
う
自
然
の
海
上
回
廊
は
、
船
舶
を
風
浪

か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
外
洋
に
向
っ
て

開
け
、
そ
の
航
路
は
大
阪
港
に
よ
っ
て
日

本
各
地
の
港
を
め
ぐ
り
、
世
界
に
も
通
じ

る
。 

  

織
田
信
長
の
一
代
記
『
信
長
公
記
』
を 

著
し
た
太
田
牛
一
は
「
抑
（
そ
も
そ
）
も 

大
坂
は 

凡
そ
日
本
一
の
境
地
な
り｣

と 

し
、「
其
の
子
細
は
奈
良
・
堺
・
京
都
に

程
近
く 

殊
更
淀
・
鳥
羽
よ
り
大
坂
城
戸 

口
ま
で
舟
の
通
ひ
直
に
し
て 

四
方
に 

節
所
を
抱
え
（
中
略
）
日
本
の
地
は
申
す 

 

   

 に
及
ば
ず 

唐
土
・
高
麗
・
南
蛮
の
舟 

海
上
に
出
入
り 

五
畿
七
道
こ
こ
に
集

ま
り
売
買
利
潤
富
貴
の
湊
な
り
」
と
い

う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
地
政
学
的
に
は
大
阪
が

日
本
の
首
都
に
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

大
阪
は
首
都
に
な
ら
な
か
っ
た
。
と
き
に

は
な
っ
た
が
、
直
ぐ
に
滅
ん
だ
。
理
屈
ど

お
り
に
ゆ
か
な
い
と
こ
ろ
に
歴
史
の
機

微
が
あ
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
代
、
難
波
宮
は 

首
都
で
あ
っ
た
が
、 

そ
れ
は
大
化
元
（
六 

四
五
）
年
か
ら
数
え 

て
も
九
年
、
完
成
し 

た
新
京
（
前
期
難
波 

宮
）
へ
の
孝
徳
帝
の 

入
京
か
ら
な
ら
、
僅 

 
 
 
 

 
か
三
年
の
間
の
「
首 

都
」
で
あ
っ
た
。
朱 

鳥
元
（
六
八
六
）
年
、 

前
期
難
波
宮
が
焼 

失
し
、
そ
の
四
〇
年 

後
、
後
期
難
波
宮
が 

再
建
さ
れ
、
一
度 

「
帝
都
」
に
な
り
か 

け
た
が
、
平
安
初
期 

に
は
「
副
都
」
と
し 

て
も
廃
止
さ
れ
、
後 

 

 
 

   

 は
朽
ち
る
に
ま
か
さ
れ
、
難
波
は
衰
退
し 

た
。 大

坂
本
願
寺
は
、
信
長
と
前
後
一
一
年

に
わ
た
っ
て
「
石
山
合
戦
」
を
戦
い
、
和

睦
の
う
え
紀
州
に
退
去
し
、
そ
の
後
、
秀

吉
が
天
正
一
一
（
一
五
八
三
）
年
に
大
坂

城
を
建
て
、
大
坂
の
地
で
天
下
を
治
め
、 

海
外
進
出
も
試
み
た
が
、
三
二
年
後
の
元

和
元
（
一
六
一
五
）
年
大
坂
夏
の
陣
で
大

坂
の
地
は
焦
土
と
化
し
、
豊
臣
時
代
は
三

〇
年
程
で
終
わ
っ
た
。 

明
治
に
入
る
と
、
大
久
保
利
通
が
「
大 

坂
遷
都
論
」
を
主
張
し
、
明
治
天
皇
の
大 

阪
行
幸
も
あ
っ
た
が
、
大
坂
遷
都
は
幻
に 

終
わ
り
、
そ
の
名
残
の
造
幣
局
の
み
が
大 

川
（
旧
淀
川
）
に
残
っ
て
い
る
。 

   

   

 

 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
大
阪
は 

ど
う
や
ら
日
本
の
首
都
に
な
れ
な
い
運 

命
に
あ
る
よ
う
だ
。
先
述
の
と
お
り
こ 

こ
に
歴
史
の
機
微
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら 

の
大
阪
を
考
え
る
と
き
、
首
都
に
な
れ 

な
い
大
阪
の
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
も
必
要 

で
あ
る
。 

（
槇 

野 

勝
・
記
）  

（
前
期
難
波
宮
） 

次
号
か
ら
は
… 

大
阪
弁
面
白
考

お
お
さ
か
べ
ん
お
も
ろ
こ
う 

― 

こ
と
ば
は
文
化 

― 

シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
予
定
で
す
。 

 
（
後
期
難
波
宮
） 




